
金
滞
古
蹴
志
巻
廿
五

け
る
は
、
遊
佐
様
の
御
子
綴
人
様
、
紺
屋
権
右
衛
門
所
に
火
た
き
し

て
烏
・
は
し
ま
す
。
何
と
ぞ
不
便
を
た
さ
せ
給
へ
と
、
う
ち
く
ど
き
嘆

き
け
れ
ば
、
如
庖
聞
き
て
、
磁
人
事
は
悪
人
の
子
な
が
ら
某
が
甥
也
0

.
さ
あ
れ
ば
呼
出
し
、
小
扶
持
も
と
ら
せ
た
け
れ
共
、
領
分
は
十
左
衛

門
に
譲
り
ぬ
れ
ば
、
某
心
に
も
辞
任
。
と
か
く
十
左
衛
門
に
尋
ね
ん

と
て
、
.
飛
札
に
て
談
合
有
り
け
れ
ば
、
元
漣
の
返
事
陀
一
私
矯
め
に
い

と
と
に
て
候
へ
ど
も
、
敵
封
の
者
の
子
・
な
れ
ば
、
先
祖
へ
の
忠
に
殺

害
可
v
被
v
遊
。
但
し
此
上
に
も
思
召
次
第
の
よ
し
申
選
る
。
如
庖
も
年

よ
ら
れ
、
心
も
よ
わ
く
成
り
給
ふ
か
と
、
元
建
涙
を
流
し
け
り
l

如

(
返
)

庵
返
書
を
見
て
叉
押
mu
し
、
共
方
申
分
4

ん
な
れ
ど
も
、
悪
人
の
子
た

れ
ば
助
置
き
・
た
ぷ
り
殺
に
し
て
因
果
を
し
ら
せ
ん
と
思
ふ
は
い
か

に
と
あ
れ
ば
、
い
か
ゃ
う
と
も
と
の
返
事
也
。
夫
よ
り
、
如
庵
彼
男

を
何
と
た
く
抱
え
っ
‘
晶
、
護
所
に
指
置
き
、
脇
差
も
無
用
と
て
、
小

伎
役
に
云
付
け
て
‘
緒
の
用
に
責
遁
ひ
、
或
時
は
折
稜
打
榔
し
哀
成

事
共
也
。
此
の
誠
人
は
元
来
う
つ
け
た
る
生
付
ゆ
ゑ
、
治
る
か
に
て

折
濫
に
も
打
郷
に
も
逢
ひ
け
る
と
・
な
り
。
然
る
に
元
連
三
十
一
歳
に

τ慶
長
ム
レ
六
年
病
死
、
内
室
は
御
披
へ
被
ν
需
v
入
、
利
長
卿
の
御
意
有

っ

τ如
庵
は
金
滞
へ
被
a
引
越
一
御
仕
置
の
事
ど
も
勤
め
ら
れ
け
る

慮
、
彼
遊
佐
識
人
を
ば
取
立
亡
L

侍
に
た
し
、
知
行
百
石
と
ら
せ
、

母
に
は
二
百
石
遺
し
介
抱
あ
り
。
母
子
と
も
死
去
之
後
、
誠
人
に
男

子
あ
り
。
母
子
の
知
行
合
三
百
石
と
ら
せ
、
遊
健
太
夫
と
申
し
け
り
。

次
太
夫
死
し
て
共
子
体
内
比
百
石
遺
し
、
此
体
内
子
細
有
り
て
、
宇

野
停
内
と
改
め
け
り
。
と
あ
り
。
混
見
摘
窮
に
載
せ
た
る
趣
も
同
様

た
り
。
按
宇
る
に
、
長
谷
部
系
聞
に
、
封
馬
守
繍
漣
が
女
子
、
畠
山

八
匡
遊
佐
美
作
綬
光
の
嫡
男
四
郎
左
衛
門
麓
房
姿
。
と
あ
り
。
さ
れ

ば
、
遊
佐
孫
八
郎
忠
清
と
あ
る
は
、
四
郎
左
衛
門
義
房
の
事
な
る
ぺ

し
。
遊
佐
美
作
守
観
光
は
、
蓮
龍
の
父
兄
を
殺
害
せ
し
緯
敵
に
て
、

遊
健
一
一
族
は
長
氏
の
恨
家
也
と
い
ふ
ぺ
し
。

。
中
西
摩
兵
衛
侮
話

漸
得
雑
記
に
云
ふ
。
長
家
の
足
極
頭
中
西
摩
兵
衛
哨
に
、
親
摩
兵
衛

若
き
時
、
傍
輩
に
は
、
わ
れ
が
何
と
し
て
か
と
し
て
友
ど
、
心
安
き

ま
h

下
輩
の
言
葉
遣
ひ
せ
し
を
、
其
父
の
田
く
、
傍
聴
品
共
外
友
達
に

は
成
程
常
々
一
態
態
に
言
葉
遁
ひ
す
る
物
也
。
職
場
に
於
て
我
人
仕
合

に
て
、
人
は
高
名
し
て
我
は
手
に
合
は
ざ
る
事
も
有
る
ぺ
し
。
共
時

は
訟
の
づ
か
ら
言
葉
遜
ひ
態
設
に
云
は
ね
ば
な
ら
宇
。
此
時
見
苦
敷

也
。
粂
ね
て
悠
惣
に
す
る
は
袋
也
と
。
此
人
慶
長
五
年
大
聖
寺
陣
の
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時
、
金
ゲ
丸
城
際
に
て
討
死
也
。
今
の
中
西
槌
太
夫
の
骨
粗
父
也
と
。

叉
附
随
筆
に
云
ム
。
中
西
摩
兵
衛
安
純
は
、
初
め
盟
太
夫
と
一
試
ひ
、

首
丸
郎
左
衛
門
殿
叉
三
郎
殿
と
申
せ
し
時
‘
歩
頭
よ
り
足
韓
大
絡
に

成
り
、
後
は
用
人
を
も
勤
め
け
り
。
又
三
郎
殿
幼
少
の
時
、
小
袖
・
上

下
・
雌
子
共
の
外
御
手
自
ら
被
v
下
候
へ
ぽ
、
群
有
と
頂
識
し
て
、
先

づ
納
戸
へ
預
け
て
我
が
屋
へ
取
来
る
事
な
し
。
大
隅
守
殿
御
代
に
は

式
譲
取
次
役
せ
し
が
、
泊
番
の
翌
朝
あ
け
六
つ
時
に
門
を
開
く
陀
付

き
、
以
前
に
疾
く
起
き

τ居
る
内
‘
門
外
を
辻
へ
出
づ
る
商
人
の
多

〈
通
る
音
を
聞
き
て
‘
あ
の
商
人
等
は
夜
を
と
め
て
辻
へ
出
で
、
背

物
等
を
認
め

τ、
共
の
日
終
日
貨
た
し
て
は
、
叉
明
日
も
共
の
明
日

も
毎
日
々
々
如
v
此
。
我
等
た
ま
に
泊
番
の
翌
朝
ば
か
り
朝
疾
く
よ
り

起
き
ぬ
。
剰
へ
共
日
は
非
番
と
て
休
み
‘
過
分
の
繰
を
賜
は
り
、
妻

子
・
下
人
等
を
相
膝
に
養
ふ
事
‘
扱
々
奉
公
人
と
一
宮
ふ
者
は
心
安
く

柴
成
る
物
哉
、
主
人
は
辞
有
恭
き
も
の
注
り
と
‘
度
々
諮
り
し
。
或

時
江
戸
表
た
ど
の
附
す
る
と
て
.
主
人
の
噂
は
曾
て
せ
ね
事
也
。
罰

を
譲
る
ぺ
し
。
帝
主
・
将
軍
の
御
事
は
遣
に
遠
く
‘
我
等
姐
轟
同
前

の
者
、
銅
賞
る
事
な
し
と
一
式
ひ
畢
っ
て
哨
し
出
で
ら
れ
ぬ
。
一
花
穂
何

年
臨
時
兵
衛
気
分
以
之
外
慈
し
く
、
番
引
し
て
居
し
。
村
井
盟
後
守
殿

金
調
停
古
蹟
志
巻
廿
五

柴
倉
に
火
災
あ
り
o
夜
中
と
い
ひ
病
中
た
れ
ど
も
、
袋
来
し
て
出
で

け
る
が
、
隊
最
以
の
外
に
て
行
倒
れ
、
侯
の
屑
に
懸
り
蹄
宿
せ
り
。

不
断
疎
略
を
用
ひ
て
無
益
の
費
少
し
も
た
く
、
中
西
吉
佑
・
同
作
平

と
て
弟
二
人
友
れ
共
、
元
よ
り
大
母
屋
の
事
な
れ
ば
、
老
母
は
摩
兵

衛
方
に
不
自
由
な
ら
ざ
る
や
う
に
隠
居
所
を
怯
昨
今
衣
服
食
物
共
に

と
ぽ
し
か
ら
ざ
る
様
に
、
弟
二
人
と
共
に
聾
夜
孝
を
謹
し
け
る
。
ま

し
て
病
中
死
後
迄
の
事
、
一
式
ふ
に
不
v
及
事
た
り
。
元
総
九
年
は
何
と

し
た
る
事
や
ら
ん
。
金
揮
に
米
挽
底
に
て
、
武
家
・
町
方
と
も
に
難
儀

に
及
ぶ
。
二
人
の
舎
弟
は
、
勝
手
も
宜
し
き
ゅ
ゑ
、
飯
米
を
知
行
所

よ
り
宮
，
腰
へ
積
廻
し
、
宮
，
腰
の
町
議
へ
預
け
鐙
き
し
が
、
宮
，
腰
町

奉
行
津
囲
右
衛
門
殿
、
町
臓
に
封
を
付
け
ら
れ
し
故
、
取
寄
す
る
事

・
な
ら
守
。
金
銀
を
以
て
調
へ

τも
寅
物
た
し
。
米
所
持
仕
た
が
ら
及
邑

難
儀
-
時
は
‘
摩
兵
衛
方
よ
り
飯
米
を
選
る
。
夏
飯
米
の
事
な
れ
ば
、

徐
計
も
無
v
之
内
よ
り
如
v
斯
也
。
か
ゃ
う
の
節
は
、
渇
命
k
h
よ
ぴ
、

死
せ
ば
一
所
と
存
宇
る
た
り
と
某
に
語
り
し
。
如
v
此
一
家
む
つ
ま
じ

く
、
遠
縁
者
た
る
某
湯
涌
ヘ
湯
治
す
る
に
、
一
巡
り
の
内
に
は
、
二

度
も
留
守
を
噂
ね
、
上
湯
す
れ
ば
来
り
て
、
共
方
年
寄
り
て
毎
年
の

湯
治
無
a
心
一
元
-
な

E
懇
怠
る
心
入
れ
故
、
一
家
浪
人
な
"
と
す
れ
ば
‘
我




